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令和５年度めむろ未来ミーティング報告書（1/9上美生農村環境改善センター） 

【めむろ未来ミーティング日程 1】

令和６年１月９日(火) 

10:25～11:30 
 

■参加者 40人 

■芽室町  町長、副町長、教育長 

政策推進課長、魅力創造課参事 

農林課長、環境土木課長 

■記 録 広報広聴係長 

 

 ■対応・検討が必要な事項   

①温水プールの温浴施設利用者の区別について（生

涯学習課） 

 

１ 開会 

２ 町長挨拶 

３ 町からの説明事項 

 資料１ 公共施設再配置構想 

 資料２ 新嵐山スカイパークの在り方 

４ 意見交換 

 

【意見】 

報道で新嵐山の運営をモンベル社に委託するとあ

ったが、それは決定したのか。 

 

【魅力創造課参事】 

資料の 4 ページ、項目二つ目記載のグランドデザ

イン（全体的な構想）を作成するのに当たってモンベ

ル社に委託しようと想定しており、運営までは想定し

ていない。 

 

【町長】 

経過をお話させていただくと、新嵐山株式会社の

経営状況から、第三セクターとしてやってきたこの会

社をこのまま継続してやっていけるのかということ、

また、指定管理期間内に借入金を返済していくこと

が難しいだろうということを判断し、第三セクターを

諦めて民間企業にお願いできないかということを７

月に発表させていただいた。その後、すぐ次の担い

手を探さないといけないため、6 月にまちづくりに

関する連携協定を締結していたモンベル社に声をか

けさせていただいた。色々な企業に声をかけるとい

うことは難しいため、連携協定を結んだモンベル社

と優先的にご相談させていただいたというのがスタ

ート。元々新嵐山スカイパークにモンベル社を参入さ

せるためにまちづくり連携協定を結んだのではない

かという話も耳にするが、それは全く話としては別

であり、３年ほど前から芽室町も含めた６自治体で

構成する日高山脈観光連携推進協議会でモンベル社

と連携して進めていて、その後、芽室町自体のまち

づくりにモンベル社が関わってくれるということに

なったため連携協定を締結した。その協定締結とグ

ランドデザインをモンベル社に委託するということ

は全く別のもの。ただ、連携協定を結んだ縁で優先し

て相談させていただいた際、先方から何か協力でき

ることはないかと非常に前向きなお話しをいただい

たため、様々な施設を運営していてノウハウを持っ

ているモンベル社にグランドデザインの策定をお願

いしようと考えたことが実態である。モンベル社が

次の担い手になるかどうかは今の段階では別の話

であり、まずは全体構想を描いてもらおうというこ

と。その中で色々な提案があると思うが、それを全

部飲み込むということではなく、皆さんの意見を聞

きながら必要な機能などを町とモンベル社で話し合

いながら、町としての構想をまとめるという流れに

なっていく。 

 

【意見】 

 新嵐山スカイパークは赤字だったから第三セクター

をやめるということになったと思うが、今後は黒字転換

を目指していくのか。それとも赤字でもスキー場は必

要な施設だからというような考えで残していきたいと

考えているのか。温暖化もしていて、スキー場の赤字

を黒字に変えることは難しいのでは。 

 

【町長】 

スキー場だけで黒字化するかと考えると、厳しい



 

2 

 

令和５年度めむろ未来ミーティング報告書（1/9上美生農村環境改善センター） 

と考えている。なので、色々な機能を備えてトータル

的なエリアとしてプラスになるかということを考え

なくてはいけない。新嵐山くらいの規模の山ではス

キー場だけで黒字にするのは非常に難しい。しかし、

町として赤字を全額埋めようという考えもないので、

エリアとして通年でお金を稼いでいくなどをトータ

ル的に考えていきたい。ただ、町民の憩いの場でも

あるので、町民の憩い対して町が予算を組んで何か

サービスを提供していく必要もあるかとは思うので、

そのような発想で黒字転換を目指していきたい。 

 

【意見】 

モンベル社との関係は、町がずっと主導権を持って

ほしい。モンベル社はアウトドアメーカーなので色々な

経験はあると思うが、新嵐山が今回このような結果に

なったのは、町民の気持ちやマインドが合致しなかっ

たからだと思っている。モンベル社は他にもグランドデ

ザインの策定などもやっているかもしれないが、新嵐

山はレジャー施設だけでなく憩いの場という部分がと

ても強いと思うので、外部の方が来てそこを汲み取れ

るのか不安である。南富良野町はモンベル社が入って

いるが、実際それが南富良野町のやりたかったことと

合っているのかなど、そのような調査もした上で作っ

てもらいたい。都市計画ではないが、新嵐山を考えて

いくのにこの部分がすごく重要だと思っている。 

 

【町長】 

施設として、一定の集客力がないと良くないとは

思っているが、もちろん町民の憩いの場としても存

在すべきである。そういう意味では、例えば町が土

地を貸したり山を貸したり売ったりしてやるわけで

はなく、町がしっかり委託などにより関わっていくと

いうことが重要だと思っていて、その線は崩したく

ない。先ほど言ったとおり、モンベル社が出した意見

を全て受け入れるということではなく、町として必

要ない機能を提案されてきたとしたら、そこは最終

的に町の構想として決めるので、提案を却下するこ

ともあり得る。また、モンベル社は地域貢献に対する

思いを非常に強く持っており、先方は、できれば地元

での受け皿を考えたいと言っている。 

これからの話になるが、町としてしっかり信念、柱

を持って、議論、検討をしていきたい。 

 

【意見】 

新嵐山の件での議会との話で、議会からの要望に

対して町からの情報開示が足りなかったから予算が

下りなかったと聞いている。運営を会社に任せていて、

なおかつ会社の情報は明かせないという状況だったと

のことだが、今後、会社の情報を明かせるような状況

にすることは可能なのか。 

 

【町長】 

あくまでも新嵐山株式会社は第三者であり、議会

で議論するのは町と議会になる。第三者である会社

の運営について議会で議論する仕組みにはなってい

ないという部分がある。そのため結果として細かい

情報が出せないということはあったが、特別委員会

などにおいても経営状況や人事など、提供できる情

報を提供していた。 

今後、町が民間事業者に指定管理委託をする状況

になった場合についても、事業者の情報をしっかり

掴んで公表できることは公表していくことは必要だ

と考えている。 

それらも踏まえ、今は前を向いて、議会としっかり

情報共有しながら良い新嵐山スカイパークを作って

いくということに傾注しているということをご理解

いただきたい。 

 

【意見】 

新嵐山スカイパークがもし再開されるのであれば、

天然温泉が欲しい。町内の温泉が無くなったので、そ

のような施設があれば客入りも見込めると思う。それ

に伴い、台風で使えなくなった川沿いのキャンプ場を、

魅力的な場所なので予算はかかると思うが再整備し

てほしい。町民割引などもあった記憶があり、町民に

やさしいキャンプ場だったと思うので、検討してほしい。 

また、①新しい温水プールは、本来チケットを買って

温浴施設を利用するが、プールからそのままお風呂に

入れるような感じになっていて、お金を払ったのか払

っていないのか区別できない状態である。以前利用し
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た時にはお金を払ったか確認された。わかりにくいの

で、腕に印を付けるなど、良い方法があったら良いと

思う。 

 

【町長】 

過去に新嵐山で温泉が出るか試掘をやった経過が

ある。この場所は日高山脈から流れてきた岩盤が非

常に強く、その岩盤を掘るということは難しいと聞

いている。ただ、今は他の場所から温泉のお湯を持

ってきて運営している場所もある。経費の問題もあ

るが、温泉を整備するということになれば検討した

い。 

キャンプ場の再開については、新嵐山株式会社の

発想として、グランピングやフリーサイトを設けて

色々な選択肢があるキャンプ場にしようというコン

セプトがあった。今後も新嵐山の自然環境を踏まえ

るとキャンプ場は必要だと思っている。川沿いのキ

ャンプ場は道路を挟んで離れているということもあ

り、管理運営上の問題があるが、位置も含めて考え

ていきたい。 

町民割引については、新嵐山株式会社は経営状況

が悪くてこのような事態、状況になってしまったが、

元々、経営を続けて経営が好転した際には町民割引

の実施を考えたいとは思っていた。町長としては町

民に対して割引やプラスになるサービスはやらなく

てはいけないと思っている。また、パークゴルフ場を

無くしたこともあり、高齢者の皆様が新嵐山から少し

離れたような経過もあると思っているので、そうい

う方々をいかに呼び戻すか。ここは新たにお任せす

る会社だけではなく、町としてもヒト・モノ・カネを投

入していきたいと考えている。そういう部分も今ま

での反省を踏まえて考えていきたい。 

 

【教育長】 

プールの件、更衣室は一つのため混乱している可

能性はあるかもしれない。プール、ジム、温浴施設を

月 4,950 円で使い放題の人気プランもあり、利用

者が増えているため、なおさらそういう状況になっ

ているかもしれないが、利用者の方に入浴券を買っ

たかどうかなど質問するようなことは不安感や不信

感を与えかねない状況である。腕に印を付けるなど

のお話しもいただいたので、利用者の方が気持ちよ

く利用できるような対策を検討していきたい。 

 

【意見】 

 上美生地域のことについて。NPO 法人上美生と上

美生ほしぞらプラン会議の一員として活動している。

地域で住み続けるために必要なことは何かということ

を考えて進めており、そのために設立した団体だと思

っている。そのような私たちの活動を、町には応援して

ほしい。NPO 法人上美生では地域公共交通に取り組

んでいて、2015年に地域から「車の運転ができなくな

ったら困る」という要望があったことに対して活動を始

めた。地域公共交通はとても大変で、立ち上げてから

も継続していくのが本当に大変。ただ、少しずつだが

広がっていて、利用者からも感謝いただいている状況

である。 

補助金だと仕組みづくりのための一時的なものだと

思うが、地域公共交通はインフラだと思っており、考え

方としては町のやることをNPOに委託しているという

ような考えになってもらえないかと思う。上美生だけな

ぜと言われるかもしれないが、それをモデルとして他

の農村地域にも委託していけば、今のタクシー助成だ

けでなく、農村地域の交通に関して地域の人たちが関

わっていく仕組みができていくのではないかと思うの

で、ぜひ応援してほしい。 

もう一つNPOに関して、「みんなのお店KAMIBI」

の経営が厳しい。儲かる地域であればどこかのお店が

入ってくれるが、そうではないので苦しい。しかし、地

域の拠点としては、買い物難民の件や居場所の件でも

必要だと思っている。以前のブラックアウトの時も、皆

さん KAMIBI に集まって情報交換をするなど拠点と

して大事だと実感したが、年数が経つと皆さん忘れて

しまう。当時は自分の家が停電しているのに役員が発

電機を持ち込んでお店を何とか営業させたりスタンド

を動かしたりしたが、今また同じようなことが起きたら、

それぐらいのモチベーションがあるか不安。私たちだ

けでやっているというその思いが漂わないようにした

いと思うので、応援してほしいと思っている。 

あと移住の件で、ほしぞらプランと NPO 法人上美
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生で移住定住について動いているが、上美生地域だ

けでなんとかなることではなく、上美生が入り口となっ

てまちなかに繋がるような取り組みをしたいと話して

いるので、そこも応援いただきたい。 

私たちもイキイキした町になるようにと思って活動し

ていて、そこで得たものは町内会費無料や地域の子ど

も達の給食費無償化など、地域に還すことをイメージ

しているので、ぜひ応援してもらいたい。 

 

【町長】 

地域公共交通は難しい問題。話が飛躍するかもし

れないが、デジタルなどを活用していくことも大事

だし、最近はライドシェアが話題だが、二種免許が必

要であり、海外の話だが犯罪の温床にもなっている

という話も聞いている。それらも踏まえて一足飛び

にはいかないということを実感している。そう考え

ると上美生地域で取り組んでいただいた MaaS は

重要な位置付けである。その中でインフラ、特に車両

のことも仰っていると思うが、自動車メーカーなど

の企業に要望はしていて、継続して要望していきな

がら町としても支援できないか考えていきたい。車

は重要なインフラなのでそこは考えていきたいが、

その一方で安定して地域の担い手を確保していただ

かないといけない。もちろん応援はしていきたいが、

双方がうまくバランス取れていないと継続的な事業

に繋がらないので地域においてもご検討いただき

たいと思っている。地域でも担い手がいないという

ことになれば、上美生地域だけでなく町内全体的に

おいて町として抜本的に考えなければならないと思

っている。 

KAMIBI は、コロナの影響が全く無かったかとい

うとそうではないと思う。地域の皆さんに利用して

いただくことは然りだが、以前は市街地の皆さんが

買い物に来たり、市街地の団体が商品を買ったりと

いう動きがあったと思う。そういった動きを再度元

に戻したりさらに活発化させたりということが必要

かと思う。町としては KAMIBI だけを広報していく

ことは難しいが、地域活動としてこのような取り組み

をしている、このような商品を扱っているというよ

うなことを発信していくことはできるので、お手伝

いの一つとして一緒にPRしていければと思う。 

移住定住の件は、交流関係人口の増加について課

題として取り組んでいる。その中で移住定住に繋が

るには何が必要かというところが大事。お試し住宅

がないと来ないと聞いたりもするが、一方で住宅利

用はあっても移住定住に結びつかないケースがあっ

たりと、課題も多々ある。上美生地域は色々な活動

をやっていると認識しているので、その活動を無下

にしないよう、一人でも多くの移住定住を実現して

いきたい。移住で問題になるのが住居と雇用の部分

であるので、この部分で町が何かできないか。他の

NPO 法人で移住と雇用について取り組んでいるの

で、そことのマッチングをもっと上手くできないか感

じている。そういった資源を活用しながら町としても

取り組んでいきたい。  

後は団体の皆さんと話し合う機会を引き続き設け

て、色々な状況を聴きながら町としてできることを

やっていきたい。 

 

【意見】 

新嵐山株式会社について、なぜ赤字になったのかな

ど大体のことしかわかっていない。人件費がなぜこの

くらいかかったのかなど、決算書を見てもわからない

部分などの情報開示は難しいのか。 

 

【町長】 

最終的な検証をするということを今議会とも話し

ていて、これまでの経緯や状況などをまとめている

状況。会社も 1 月 25 日に債権者集会がありそこで

破産手続きについてひと段落すると思っており、そ

れが終わった後に現状報告を議会に公表していくこ

とになる。 

いずれにしろきちんとした形で総括しないといけ

ないと考えている。 

 

【意見】 

新嵐山の件で批判も多いかと思うが、ここで１回ゼ

ロにして、もう過去のことは過去のことと割り切って、こ

れから町で盛り上げてもう１回やっていくと皆さんに思

ってもらって、町民も町民以外の方も楽しめるような
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ものを想定しながら頑張っていってもらいたい。 

 

【町長】 

私たちも反省すべき点も多々あるが、前に向かっ

ていくしかないと思っている。ただ、先ほどからお話

ししているとおり、情報開示はしっかりしていきたい。

新嵐山活用計画を策定した時には、コロナ禍もあり

説明する機会が少なく、行政主導でやっているとい

うイメージに見えたという反省点がある。ただ、方向

は一つしか決められないので、180 度違う意見があ

った時にそれを全て全員に理解してもらうことはで

きないということはご理解いただきたい。 

 

【意見】 

 部活動の地域移行について進めていると思うが、子

ども達が部活もしくはクラブチームによってスポーツを

する上で不利益にならないように進めてもらいたい。 

 部活の顧問の考えやクラブの方針、保護者の考えな

どバラバラかもしれないが、子ども達が楽しく全力で

プレーできるような形になるようにしてもらいたい。 

 

【教育長】 

 部活動の地域移行に関しては、子どもたちや保護

者、教員はもちろん、地域の方にも興味関心のある

内容だと思う。 

子ども達の生涯スポーツ、地域にとっても新たな

取り組み、そして教員の働き方改革の３点がうまくマ

ッチングしないと持続可能にならないので、そこの

観点を活かしながら子ども達がやりたいことを持続

できるよう、そして地域の方にも是非そこをご理解、

応援していただいて、少しでも多くの部活動を持続

可能にするために地域移行していきたいと考えてい

る。 

今年度、クラブの地域移行に関しての準備会を立

ち上げた。１月 23日には保護者、地域関係者等に案

内している説明会を行う。令和6年度7年度には協

議会という形で多くの方に参加いただきながら芽室

ならではの地域移行について協議をして、やれると

ころから地域移行していきたい。 

町や規模、種類によって違う対応が生じるのでは

ないかと思っている。今までどおり教員が指導者登

録してやっていく部活もあるだろうし、教員と地域の

方が連携していくやり方など色々なバリエーション

が考えられる。そのためには地域の人材や組織を発

掘していかなければならない。その作業を 1 月 23

日の説明会の後、さらに多くの方のご理解をいただ

いた中で進めていき、なかなか厳しいと考えている

が、令和８年度からの完全移行を目指していきたい。

子ども達のために移行するという視点をずらさず、

できるところからスムーズな移行ができるように取

り組んでいきたい。 

 

11時３０分終了 

 

【MMM後のGoogleformによる意見①】 

 冬のスキー場は赤字でも是非ともやってほしいです。

子ども達は皆小学一年生から嵐山のスキー教室に通

いスキーができるようになりました。大人の私も気軽に

使える、近いスキー場がなくなって本当に残念です。

一番下の子は来年小学校に上がります。残念です。後

レストランも洒落たものでなくていいです。昔の感じが

良いので、復活してほしいです。2階にはガッツリ食べ

られるようなメニューで、一階は焼肉ができるような。

風呂やキャンプ場は無理に戻さなくていいです。パー

クゴルフ場は高齢の方に必要です。昔の嵐山を是非よ

ろしくお願いします。 

 

【MMM後のGoogleformによる意見②】 

 新嵐山の活用に関して、子供の遊び場的なものを屋

内・屋外に作ってはどうかと思います。 

エコロジーパークのふわふわドーム、よつ葉アリーナ
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のキッズスペースはいつも子供達が遊んでいます。宿

泊機能は無くして、遊ぶスペースを拡大して魅力さえ

有れば多少遠くても人は集まると思います。個人的に

はジップラインが良いなと思います。 


